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みちのく公園南地区、だんだん畑と彩りのひろば大花壇では、モフモフで可愛らしい植物「コキア」がすくすく

と成長しております。ライム色のコキアが夏の太陽に反射し、眩しさを感じさせます。

総面積約6,000㎡のだんだん畑全面に約6,200株、彩のひろば大花壇の一部に800株、合わせて

7,000株のコキアを植栽しています。乾燥を好むコキア、今年は梅雨時の雨量が少なく高温が続いたことか

ら、生育が良くまるまると育ってきています。紅葉は10月中旬以降を予定しており、ライム色から赤く染まって

いく様子も今後ご覧いただけます。
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夏空にひかり輝く！ライム色のコキアが見ごろです。
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コキア（品種：ルージュ）

日本では、1000年以上前から栽培されており、昔はこの茎を乾燥させ、「ほうき」を作っていました。実は「とんぶり」
といい、畑のキャビアとして親しまれています。（※当園のコキアは観賞用です。）
秋には鮮やかに紅葉し、秋の名所として親しまれています。
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紅葉は10月中旬以降(見込)
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